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合併20周年記念

式

血

館

「
昭
和
三
十
年
一
一
一
月
三
十
一
語
石
川
都
泉
村

及
び
須
釜
村
を
廃
し
、
そ
の
区
械
を
も
っ
て
玉

川
村
と
す
る
。
い
こ
の
持
我
が
玉
川
村
が
誕
生

し
新
ら
し
い
時
代
に
迎
か
つ
て
出
発
し
た
。

尚
一
一
時
の
村
民
各
位
、
そ
し
て
直
接
そ
の
任
に

あ
た
ら
れ
た
合
併
促
進
協
議
会
員
各
位
の
ご
努

力
が
窺
い
知
れ
ま
す
。

村
名
は
、
脂
須
釜
村
か
ら
沼
泉
村
に
流
れ
る

玉
川
の
名
に
麗
み
文
、
泉
と
須
釜
が
合
併
し
て

m一
に
な
る
と
雷
う
こ
と
で
「
玉
川
村
」
と
決
定

さ
れ
た
と
当
時
の
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

農
村
文
化
水
準
の
向
上
と
生
活
の
安
定
を
計

る
べ
く
基
本
方
針
の
も
と
に
、
去
民
村
建
設
計

臨
も
樹
立
さ
れ
、
新
玉
川
村
の
躍
進
が
姶
め
ら

れ
て
ニ
十
年
、
村
氏
の
一
致
協
力
に
よ
る
め
ざ

ま
し
い
村
勢
の
発
展
が
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い

る。 と

き

昭
和
五
十
年
十
二
月
十
日

と

こ

ろ

玉

川

川

村

体

育

村のようすの世帯数、人口は国勢路査議数によち修正しました。
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豊
穣
の
秋
も
よ
う
や
く
過
ぎ
て

冬
の
訪
れ
を
待
つ
こ
の
頃
と
な
り

ま
し
た
。
各
位
に
は
、
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す。さ
で
、
私
達
の
玉
川
村
も
、
昭

和
~
一
一
一
十
年
三
月
三
十
一
日
、
そ
れ

ぞ
れ
の
歴
史
左
伝
統
を
も
っ
、
旧

泉
村
及
び
須
釜
村
の
ニ
ケ
村
が
、

町
村
合
併
促
進
法
に
基
づ
い
て
新

七
く
発
走
し
て
、
今
年
で
満
こ
十

年
を
経
過

L
九
占
成
人
の
齢
に
達
し

ま
し
た
。

ま
た
、
村
民
の
待
望
し
て
久
し

か
っ
た
産
業
教
育
、
社
会
教
育
の

場
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

ェ
l
v
a
y
の
場
で
あ
る
、
就
業

改
善
セ

γ
D
y
f
及
び
村
民
体
育
館

が
こ
の
程
竣
工
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
を
記
念
し
て
祝
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
将
来
へ
の
発
展

と
創
造
を
願
つ
で
、
ふ
-c
さ
や
か
な

お
祝
い
の
式
典
を
挙
げ
る
こ
と
に

い
た
じ
ま
じ
九
九
九
。

新
し
い
玉
川
村
の
誕
生
は
、
郎

ち
歴
史
的
、
&
地
理
的
に
密
接
な
関

係

γ
あ
り
、
政
治
的
に
も
、
経
済

的
に
も
共
通
の
課
題
を
も
っ
て
い

る
こ
つ
の
村
が
、
合
併
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
行
財
政
規
模
を
拡

大
し
、
そ
の
組
織
及
び
運
営
を
合

理
的
、
且
つ
、
能
率
的
に
し
、
住

民
福
祉
の
積
極
的
な
増
進
を
は
か
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ち陣、、

'-

り、
γ
地
方
自
治
の
本
旨
の
実
現
を

企
図
し
た
も
の
で
あ
り
ま
'
す
。

顧
み
抗
ば
、
当
時
の
先
輩
達
が

相
互
の
理
解
と
協
調
の
も
と
に
、

新
し
い
郷
土
建
設
の
ピ
ジ
ョ
ジ
を

掲
げ
、
困
難
な
諸
問
題
を
克
服
し

て
合
併
を
成
功
さ
せ
、
今
日
の
玉

川
村
発
展
の
基
礎
を
造
ら
れ
た
努

力
と
功
積
一
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

以
来
さ
こ
芯
に
二
一
半
年
、
日
本

の
民
主
主
義
め
充
実
発
展
と
、
高

度
経
済
成
長
に
象
徴
さ
れ
る
、
い

わ
ゆ
る
激
動
色
変
革
の
時
代
に
対

応
し
て
、
吋
明
る
く
豊
か
な
住
み

よ
い
村
づ
え
羽
」
を
村
政
の
指
標

と
し
て
、
地
域
開
発
の
促
進
と
、

住
み
よ
い
生
活
環
境
の
整
備
、
豊

か
な
産
業
の
振
興
、
新
し
い
人
間

像
を
つ
く
る
教
育
と
文
化
の
充

実
]
き
め
こ
ま
か
い
福
祉
行
政
の

推
進
等
の
地
域
課
題
の
実
現
に
努

力
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
道
路
・
河
川
・
橋

梁
・
交
通
・
通
信
網
の
整
備
拡
充

が
進
め
ら
れ
ー
土
地
基
盤
整
備
、

基
幹
作
自
の
近
代
化
等
の
産
業
振

興
諸
施
策
が
、
一
農
村
工
業
の
導
入

と
相
侯
っ
て
成
果
を
あ
げ
、
特
に

国
営
母
畑
開
発
事
業
の
導
入
は
、

本
村
農
業
の
体
質
改
善
に
大
き
い

貢
献
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
と
期

待
し
も
お
り
ま
す
。

ま
た
、
玉
川
一
小
、
須
釜
小
学

校
建
設
を
始
め
と
す
る
、
義
務
教

育
施
設
の
整
備
、
保
育
所
、
児
童

館
、
母
子
健
康
セ

γ
タ

l
の
設
!

置
、
更
に
役
場
庁
舎
、
衛
生
、
消

防
施
設
、
村
営
住
宅
、
広
域
簡
易

水
道
の
完
成
等
公
共
施
設
の
整

備
、
社
会
資
本
の
蓄
積
が
着
実
に

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、

ご
同
慶
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
γ

り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た
び
は
、
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
、
並
び
に
、
村
民
体

育
館
が
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
、

ご
配
慮
の
も
と
に
、
建
設
委
員
1

地
権
者
、
設
計
建
設
業
者
の
協
力

に
よ
っ
て
落
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
の

設
置
目
的
に
従
っ
て
活
用
さ
れ
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
で
さ
れ
ま
す
。

あ
ろ
う
と
信
じ
ま
す
。
こ
の
機
会
両
私
達
は
、
こ
の
玉
川
村
発
足
こ

に
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
厚
く
御
礼
，
ト
十
周
年
を
契
機
に
し
て
、
新
し
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
o

時
代
を
創
造
す
石
自
覚
と
責
任
を

私
達
の
玉
川
村
も
、
こ
の
よ
う
痛
感
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

に
二
十
年
の
歴
史
の
道
程
の
中
希
わ
く
は
、
二
村
民
の
皆
さ
ん
と

で
、
い
ま
だ
解
決
し
得
な
い
課
題
と
も
に
、
玉
川
村
の
未
来
像
と
、

を
も
ち
な
が
ら
も
、
行
財
政
能
力
そ
の
実
現
手
段
を
再
び
討
議
に
付

を
踏
ま
え
て
、
地
域
住
民
の
要
請
し
、
信
頼
と
協
調
の
紳
を
い
よ
い

と
期
待
に
応
え
、
各
種
の
事
業
を
よ
竪
く
し
て
、
豊
か
な
住
み
よ
い

達
成
し
て
、
豊
か
な
未
来
を
め
ざ
地
域
社
会
の
建
設
に
、
共
同
の
努

す
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
来
た
の
力
を
絶
え
間
な
く
続
け
る
こ
と
を

だ

と

思

い

ま

す

。

ー

誓

い

あ

っ

て

ご

あ

い

さ

つ

と

い

た

こ
れ
は
偏
え
に
、
村
民
の
皆
き
し
ま
す
。

.><:><:><::><~ 

玉川村の世帯と人口の推移
10月1日現在

年 iJ!j 人 口 一世帯 1平方粁
世帯数 増 減 人口指数

〈昭和〉 総数 男 女 当り人口 当り人口

人
30年 1，417戸 一8，941人 4，376人 4，565人 6.3人 191.7人 100.0 

35年 1，428 8，556 4，176 4，380 6.0 183.4 企 385 95.7 

40年 1，435 8‘021 3，897 4，，124 5，.6 171.4 b. 535 87.7 

45年 1，435 7，480 3，626 3，854 5.2 160.4 b. 541 83.6 

50年 1，444 7，248 3，552陪 3，696 5.0 155.5 b. 232 81.1 I 
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年月

30. 3. 31 

31. 1......，・
47. 10 

33. 3 

34. 3 

42. 3 

34. 6 

35. 3 

35. 4 

36. 3 

37. 4.......， 
39. 3 

38. 3 

，ク

39 7 

40 3 

40. 4 

4L 1 

41. 3 

41. 4 ....... 
43_ 3 

41. 12 

42 3 

43. 2 

43， 4 

43. 5 

44. 3 

q 

45 .3 

45_ 5 

45. 9 

45. 12 

内 容

!日泉村、須議村合傍玉川村発足

失業対策事業実擁〈県村選改良工事〉

泉中学校屋体完成

須釜中学校盤体完成

村道JlI辺~吉隷改良工事

ク 襲乎~小柳作麓改良〈一部銭装〉工事

タ 六反田~的場線改良工事

ク 策関~中ノ内隷改良工事

。欝壊~掛金譲改良工事
7](郡糠frI辺沖駅建設

玉m村公営住宅20戸完成
千五沢ダム建設調査開始水没戸数23移絃

d 泉中学校舎増築完或

広域農業事業実擁

玉川村母子鍵康セγタ…兜成4月揮所

泉、須釜中学校技指室完成

村誘致の福島双羽電機KK工場操業鍔始

役場新庁舎完成、新庁舎に移転

〈地籍欝査〉開始

鏡石町と一部境界変更

須釜児童揺完成 4丹1日開所

農業構造改善事業実施

東部共同調瑠場完成 42年2月開所

ごまJIl村公営住宅蕨問団地 10戸完成

有線放送蕗設電話開通

おJll地方生活環境施設組合加入

玉川第一小学校用地取得第1期工事着工

共関築菌造成工事45年3.fj

ま域橋完成

玉JlI第一小学校第2期工事完成、

新校舎へ移転

泉保育所関所

村誘致の東京精工KK操業開始

。 中根精工認操業開始

昭和50年12.fj1 a No. 1 1 2 広報たまかわ

年月

46. 3 ...... 
50_ 3 

46. 3 

46. 4 

47 2 

47. 3 

q 

47. 4 

48. 3 

47. 8 

q 

q 

47 10 

48. 3 

48 4 

48 10 

ク

今

49. 3 

。
q 

。
。
49. 4 

50. 3 

49. 5 

49. 8 

49. 11 

50. 1 

50. 3 

，ク

50 9 

内 容

須賀JII......，石川線改良舗装工事実態

玉JII第一小学校産体兜成

共同稚蚕館育所建設完成

矢吹町と一部境界変更

西部共同調理場完成4月開明

須釜小学校建設用地造成工事完了

村議中~関山線改良舗装工事

。岩法寺線改良工事
ク 山ノ神謀改農工事

須袋小学校建設工事養工

泉小中学校プール兜成

玉川村広域第易水道事業着工

郡出地方広域市町村閤指定

村援興計器策定

須賀111地方広壌諮訪組合加入

農村工業導入地域指定

母揺開拓パイロット事業第9工区着工

須釜小学校援体工事器工

三五JII村広域簡易水道事業完了

須釜小学校舎、盤体完成、新校舎に移転

118号線改良舗装工事兜了関連

JIIノ自橋建設工事完成

泊火殺設費)00か所

村選、沢小壁~芯山線改良舗装工事

タ 中媛~池ノスi議 タ

タ JII辺l号議 。
。 落田~坂ノ下隷改良工事
タ 中~向穣改長舗装Z事

玉}II村広域第易水道絵本開始

須釜小中学校一プール完成

i嘗火栓ボックス50か開設費

玉JII村就業改善セγタ

玉1If村体育欝兜成

支川村公営住宅意義奇盟地10戸完成

玉JII村就業改善々ンタ M 完成

50. 10 I電話普選封入区域拡大、自動先関連
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歴

ー一司会

-・E・-'輔副陶田晶

代

村

長

代

詑

氏

名

就

1

大

木

一

夫

昭
和
一
一
一
十
年
自
月
三
十
日

2

矢

部

重

荷

昭
穎
一
ニ
十
四
年
四
月
三
十
日

3

丹

内

栄

一

昭
和
百
十
人
年
四
月
三
十
詰

4

大

越

力

夫

昭
和
四
十
ニ
年
四
足
三
十
日

5

小

針

千

代

之

助

昭
和
密
十
六
年
四
月
日
十
日

小

針

千

代

之

助

昭
和
蕊
十
年
四
足
一
一
一
十
語

G 
助

役

1

小

林

彦

右

寄

門

昭
和
三
十
年
八
丹
二
十
一
…
日

2

静

枝

安

畿

昭
和
去
十
四
年
十
月
一

5

3

大

越

力

夫

昭
和
一
一
一
十
九
年
一
一
芳
二
十
一
日

4

矢

吹

傘

夫

昭
和
四
十
二
年
九
月
八
日

5

草

野

勇

蔵

昭
和
密
十
六
年
九
月
二
十
二
日

草

野

男

議

昭
和
蕊
十
年
九
月
二
十
ニ
日
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1 
収

入

役

大

竹

保

重

昭
和
一
一
一
十
年
九
月
十
ニ
日

大

竹

保

重

昭
和
目
十
四
年
十
月
一
詩

大

竹

探

震

昭
和
一
一
一
十
八
年
十
一
月
一
時

2 

広報

3 

千交

任
v

任

昭
和
三
十
毘
年
四
月
ニ
十
九
日

昭
税
一
一
一
十
八
年
四
月
二
十
九
日

昭
和
四
十
一

十
九
日

mm
和
四
十
六
年
部
丹
ニ
十
九
廷

昭
和
五
十
年
四
万
二
十
九
日

現

在

昭
和
三
十
四
年
八
月
二
十
一
日

昭
和
三
十
八
年
九
月
一
一
一
十

5

昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日

昭
和
毘
十
六
年
九
月
七
日

路
樹
五
十
年
九
月
二
十
一
日

現

在

昭
和
一
一
一
十
四
年
九
月
十
一
日

昭
和
一
一
一
十
八
年
九
月
三
十
日

詔
和
四
十
ニ
年
十
月
一
一
一
十
日

4 

昭近短大
和 田三〆

早内主牧
草寿手保
ー…

五雄主
E 

日

昭
和
国
十
六
年
十
月
三
十
一
自

5 

歴
代
正
・
副
議
長

議

長
沢

光

市
昭
和
一
一
一
十
年
間
見

1 

湯

2 

丹

内

栄

一
年
四
月

2 

矢

次

昭
和
三
十
四
年
四
月

量

致昭和
五
十
五
年
四
月

、肇

詔
和
三
十
九
年
四
月

忠

治

昭
和
四
十
必
ず
年
十
一
一
月

保

三
昭
和
四
十
一
一
一
年
四
月

保
一
二

昭
和
呂
十
七
年
部
見

吹

3 

形

4 

林

4 

原

5 

針

6 

針

1 
副

議

長

矢

吹

忠

2 

次
昭
和
…
一
一
十
年
四
月

忠

次昭和
五
十
一
年
四
月

佐

久

間

倉

雄昭
和
五
十
留
年
四
月

力

夫昭和
三
十
五
年
四
月

忠

齢
昭
和
五
十
九
年
二
月

悲

調

昭
和
三
十
九
年
四
丹

2 

失

吹

3 

大

越

3 

原

4 

原

昭
和
五
十
年
十
月
一
一
一
十
一
員

昭
和
三
十
一

昭
和
一
一
一
十
四
年
三
月

昭
和
三
十
五
年
一
一
一
月

昭
和
三
十
九
年
記
月

ヤ之

昭
和
問
十
件
年
長
月

昭
和
田
十
百
年
一
一
…
月

態
和
四
十
七
年
三
月

現
昭
和
記
十
一
年
三
月

昭
和
三
十
四
年
三
月

昭
和
百
十
五
年
三
月

昭
和
三
十
九
年
ニ
月

昭
和
五
十
九
年
コ
一
月

昭
和
四
十
廿
年
十
二
月

4 

矢

部

太

部

三

昭
和
四
十
説
年
#
見

丹

藤
昭
和
国
十
一
一
一
年
一
一
一
月

皆

吉

昭
和
詔
十
六
年
九
月

昭
和
四
十
一
一
一
年
三
月

肘

野

5 

大

野

6 

渡

昭
和
問
十
六
年
九
丹

政

一
昭
和
田
十
七
年
四
月

昭
和
四
十
七
年
一
一
一
月

辺

環

議議雲尊重
才 入 議 出

決
i設 支

年度 予 額 額 予 算 額 決 算 額

昭和 30 28，148 25，957 28，148 25，862 95 

35 50，657 51，925 50，657 49，276 2，649 

40 108，368 109，936 108，368 103，786 6，150 

45 213，450 217，338 213，450 204，646 12，692 

46 296，161 302，312 296，161 286，254 16，058 

47 418，593 427，596 418，593 405，250 22，346 

48 514，059 514，05告 502，686 19，812 

49 632，529 641，852 632，529 616，125 25，727 

50 734，110 一 734，110 一 一

千円〉く単位
一般会計の推移
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体育館・就業改善センターの概要 村
民
体
育
館
は
、
白
河
市
の
鈴

木
建
築
設
計
事
務
所
の
設
計
、
石

川
町
の
水
谷
工
業
株
式
会
社
の
施

工
で
、
工
費
五
千
九
百
一
万
円
を

か
け
、
総
面
積
千
三
平
方
メ

l
ト

ペ
鉄
骨
造
り
一
部
二
階
建
の
近

代
的
な
体
育
館
が
昭
和
五
十
年
三

昭和50年12月1日

月
二
十
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
隣
接
し
て
建
築
さ
れ
た

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
四

十
九
年
、
五
十
年
の
二
か
年
継
続

事
業
と
し
て
、
体
育
館
と
同
じ
鈴

木
建
築
設
計
事
務
所
の
設
計
、
水

谷
工
業
株
式
会
社
の
請
負
で
建
築

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
期
工
事
は
、
昭
私
E
十
年

一
月
花
着
エ

L
1
基
礎
庁
一
軍
を
行

な
い
、
第
二
期
工
事
は
よ
ン
昭
和
五

十
年
四
月
に
着
工
し
て
工
事
が
進

め
ら
れ
、
九
月
に
完
成
を
み
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

乙
の
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
は
、

農
村
地
域
工
業
導
入
特
別
対
築
事

業
に
よ
る
、
補
助
事
業
で
建
築
さ

れ
、
今
後
農
業
、
工
業
の
研
修
の

場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

研修室103.7m
ll 

139.5 m
ll 

共同調理実習室

77.8 mll 
就業改善

相談室
38.9m

ll 

ホール

A 
1階

就業改善センタ一平面図
2階
v 

図書4室

58.3m
2 

集会室

51.8 m2 

農業経営研修室

~1 03.7 mll 

n
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u
n
u
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u
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n
u
n
u
 

a
a
z
a
a
4
a
z
L
a
a
a
z
a
F
a
4
a
z
L
 

噌
，

A
噌
'
・
6

噌
2
4
4

・44S
4
4
E
4
唱

E
A
噌
E
A
噌

E
4
噌
，
A

(
単
位
万
円
)

三丘、
一一

国民健康保険特別会計決算の推移
丈|字

算

客員〔国

度
一
支

年

収



6 

晴
れ
の
受
賞
者
〈
三
十
九
名
)

合
併
二
十
周
年
記
念
式
典
、
並
び
に
、
体
育
館
、
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
落
成
式
典
に
あ
た
り
1

次
の
方
々
に
感
謝

状

γ表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。

。
感
謝
状
。

昭和50年12月1日

元
村
長
三
代
村
長
故
丹
内

四

代

村

長

大

越

元
収
入
役

初
代

t
四

代

大

竹

元
議
長
四

代

議

長

小

原

元
消
防
団
長

四

代

団

長

小

針

保

三

五

代

団

長

須

田

荘

助

一
元
農
業
委
員
大
和
田
重
正

ク

小

針

保

三

元
福
祉
活
動
専
問
員小

針

安

司

一
元
国
土
調
査
員
小
針
安
勝

学
校
施
設
寄
贈
者
大

野

雅

人

大

木

邦

夫

保
健
衛
生
功
労
者
矢
吹
キ
ヨ
ノ

体
育
館
・
就
業
改
善
セ

γ
タ
l

地
権
者

No. 1 1 2 たまかわ

溝
井
源
三
郎

吉

田

浩

須
藤
美
喜
雄

関

根

好

光

関

根

栄

藤

田

金

二

体
育
館
・
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

広報

工
事
請
負
者

設
計
監
督
者

水
谷
藤
之
助

鈴

木

昭

。
表
彰
状
。

力栄
夫ー

議
会
議
員
(
十
年
以
上
在
職
)

小

針

保

三

渡
辺
政
一

森

忠

寛

民
生
委
員
(
八
年
以
上
在
職
)

三

輪

貞

夫

保
重

忠
治

電
話
時
d

…

昭
和
四
十
九
年
六
月
か
ら
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
、
電
話
の
自

動
化
及
び
増
設
工
事
が
、
十
月
末

日
を
も
っ
て
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
完
成
に
よ
り
、
全
国
約
四

千
六
百
局
ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話

が
で
き
る
と
と
も
に
、
八
百
八
十

三
台
の
新
規
電
話
、
が
開
通
し
、
村

内
の
電
話
台
数
は
、
千
二
百
六
台

と
な
り
、
一
・
一
八
戸
、
六
人
に

一
台
の
電
話
が
普
及
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

電
話
は
、
事
業
所
は
も
ち
ろ
ん

家
庭
に
お
い
て
も
、
生
活
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

優消
長防
納団
税員
組公
八一

長主
尾佐古
形久や
間土

倉議
太〉

量
致

永
年
勤
続
職
員

(
三
十
年
以
上
在
職
〉

石

井

清

助

大
野
金
次
郎

山
崎
甲
子
郎

円

谷

信

男

小
山
田
正
高

佐

藤

芳

子

久
保
木
徳
雄

宗

形

友

三

伏

田

章

母
子
健
康
セ

γ
タ

I

助

産

婦

中

野

チ

ョ

ウ

タ

仁

井

田

オ

ケ

サ

佐
久
間

川
ス
イ

b 

も
完
成

る
と
き
だ
け
に
、
電
電
公
社
ご
当

局
は
じ
め
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
村
民
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

十

一
月
十
五
日
か
ら

月
十
四
日
ま
で

飲酒運転と歩行者の交通事故をなくそう

年末年始の交通事故防止県民運動

今
年
も
早
い

も
の
で
、
も
う

十
二
月
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し

た。
年
末
年
始
は

な
に
か
と
気
ぜ

わ
し
く
、
落
つ

か
な
い
も
の
で

す。
ま
た
、
こ
の

時
期
は
、
酒
を

飲
む
機
会
が
。多

く
、
飲
酒
運
転

に
よ
る
事
故
も

多
く
な
る
時
期

で
す
。そこ
で
、

「
飲
酒
運
転
と

歩
行
者
の
交
通

事
故
を
な
く
そ

う
」
を
ス
ロ
ー

ガ

γ
に
、
五
十

年
十
二
月
十
五

日
か
ら
、
五
十
一
年
一
月
十
四
日

ま
で
、
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防

止
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

やめさせよう/やめよう/飲酒運転

こ
の
運
動
で
は

ー
、
飲
酒
運
転
の
絶
滅

2
、
歩
行
者
の
事
故
絶
滅

を
重
点
目
標
と
し
て
、
運
動
が

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
村
内

で
も
最
近
い
た
ま
し
い
交
通
事
故

が
、
連
続
し
て
発
生
し
て
い
ま
ず

の
で
、
身
近
か
な
問
題
と
し
て
、

こ
の
機
会
に
考
え
な
お
し
、
「
酒

を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
」
「
運

転
す
る
な
ら
飲
ま
な
い
、
飲
ま
せ

な
い
」
「
飲
ん
だ
者
に
は
運
転
さ

せ
な
い
」
の
三
な
い
運
動
を
推
進

し
、
交
通
事
故
の
無
い
、
明
る
い

年
末
年
始
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。
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t
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佐

藤

秀

石

森

チ

滋

石

森

百

市

鈴

木

し

げ

子

鈴

木

尚

治

大

和

賠

ア

ヤ

子

者

興

一

美

蘇

永

森

簿

2ミ報

成
人
に
達
し
た
若
者
達
の
構
れ
の
門
出
を
祝
福
す
る
、
五
十
一
年
玉
川

村
一
成
人
式
は
、
来
年
一
月
十
五
日
ハ
成
人
の
日
〉
に
役
場
会
議
窓
で
挙
行

さ
れ
ま
す
。

村
内
の
或
入
者
は
、
男
四
十
ぷ
名
、
女
五
十
四
名
の
合
計
冨
二
名
で
、

該
当
者
は
、
昭
和
三
十
年
四
月
二
日
か
ち
一
一
一
十
一
年
四
月
一
自
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
す
。

な
お
、
玉
川
村
出
身
者
で
、
本
村
の
成
人
式
に
参
加
布
担
お
さ
れ
る
方
が

事
り
ま
じ
た
ら
、
十
二
晃
一
一
十
日
ま
で
玉
川
村
公
民
館
ヘ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

生
長
受
議
さ
れ
て
い
る
成
人
該
当
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

辻

四

井

定

男

No. 1 12 

大

越

正

符

蔀

カ

阿

部

義

徳

大

野

正

穂

佐

久

鰐

章

太

郎

佐

久

開

発

子

相

楽

智

江

子

相

楽

美

智

子

小

原

恵

子

小

原

里

子

塩

沢

・

一

凡

夫

塩

、

沢

ト

キ

子

議

訳

平

子

犠

沢

啓

子

増

子

貞

美

八

木

喜

孝

宗

形

鶴

子

宗

形

文

子

子

水
道
の
管
理
は
い
か
が
/

昭和50年12克1日

こ
れ
か
ら
冬
に
向
い
、
水
道
管

や
メ
ー
タ
ー
器
等
の
諌
結
が
心
配

さ
れ
ま
す
の
で
、
次
む
点
に
留
意

し
て
ご
便
用
く
だ
さ
い
。

目
、
設
問
蛇
口
の
凍
結
が
心
寵
さ

れ
る
と
き
は
メ

i
b
p
l
箆
の

手
欝
に
、
丸
一
心
フ
タ
の
あ
る
不

諌
栓
に
手
会
叫
ん
れ
て
、
中
に
あ

る
ハ

y
y
ル
を
去
に
し
ず
か
に

引
く
と
、
蛇
ロ
の
求
は
不
凍
栓

よ
り
抜
け
て
、
藻
結
し
な
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
翌
轄
水
女

使
う
と
き
、
不
凍
栓
の
ハ
ン
ド

ル
を
下
に
押
す
と
求
が
出
ま
す

二
、
メ
ー
タ
ー
器
は
村
む
貸
付

品
で
す
の
で
、
凍
結
し
な
い
よ

う
に
次
む
よ
う
な
方
法
で
保
援

し
て
く
だ
さ
い
。

①
メ
ー
タ
ー
隻
に
入
る
大
き
さ

の
ビ
ニ
ー
ル
袋
託
、
「
発
泡
岬
ハ

チ
ロ
ー
ル
」
を
総
初
来
に
し
て
入

れ
、
裂
の
口
を
ふ
さ
ぎ
、
メ
ー

タ
ー
の
上
に
の
せ
で
、
フ
タ
を

し
て
く
だ
さ
い
。

窃
@
と
関
じ
よ
う
な
方
法
で
、

発
滋
ス
チ
ロ
ー
ル
の
か
わ
り
に

「
モ
ミ
ガ
ラ
」
を
入
れ
る
。

φ

メ
ー
タ
ー
筆
、
不
凍
設
の
中

は
、
な
る
べ
く
乾
操
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

一
ニ
、
メ

i
タ
i
器
不
凍
設
の
薮

損
1

凍
結
の
修
理
費
は
、
各
富

負
強
に
な
ゐ
ち
ま
す
の
で
、
犬
信

託
管
理
し
“
で
く
だ
さ
い
。

限
、
潜
水
、
故
障
の
際
は
役
場

水
道
諜
、
ま
た
は
、
水
道
工
事

公
認
広
ヘ
遼
絡
し
て
く
だ
さ

な
お
、
d

水
道
工
事
公
認
定
は
次

む
八
腐
で
す
。

円
谷
電
器
商
会

遠
藤
電
気
工
事
腐

蓄
接
電
気
庖

添
富
零
器
商
会

岩
谷
工
業

小
針
水
道
工
事
路

橋
本
鉄
工
部
品

鈴
木
建
設
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矢

吹
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喜

安弘信ギ清

昭和子子和

主事

国

岩

法

寺

彦一子彦吉男

北

須

釜

関晴信節日正

芳村大大大大

脅

夫

竹

子竹

豊

竹

孝

夫
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賀
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喜ミ
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子夫子己子子子子子次

時小
林

正

直

小

教

正

美

小

林

と

し

子

竜

中

小

針

出

美

子

小

針

靖

信
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三台
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を
支
給

昭和50年12;持1臼

受
け
に
対
し
、

給
し
て
い

支
給
さ
れ
る
入
試
、
昭
和
田
十

九
年
四
月
刊
日
臥
降
輪
血
を
受
け

血
液
代
金
主
塁
療
機
関
む
皮
払
っ

た
人
で
す
。

支
給
額
は
、
血
夜
代
金
の
う
ち

社
会
探
険
各
法
な
ど
合
法
令
広
よ

っ
て
支
払
わ
ーれ
た
額
を
控
除
し
た

患
弓
魚
控
分
，
で
、
支
給
の
母
語
方

法
は
次
の
と
お
か
〆
で
す
G

ー
、
申
請
用
紙
は
、
底
療
機
関
、

H-謀
議
液
一
川
セ
ン
タ
ー
及
び
詩
赤

諸
島
県
支
部
等
に
議
え
で
あ
り

No. 1 1 2 たまかわ広報

て
く
だ
さ
い
0

3
、
特
定
の
怒
療
機
関
で
は
、
輪

車
夜
明
を
毎

R
一
括
話
現
し
て

出
液
セ
ソ
タ

i
へ
送
付
す
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
医
療
機
関
で
輪
車
を
受
け

た
入
に
ほ
ぺ
議
白
血
液
晶セ

M
F

ー
か
ら
往
援
は
が
き
可
照
会
が

行
き
ま
品
小
心
の
で
、
返
信
用
は
が

き
に
必
要
事
項
を
記
夫
し
で
返

法
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
日
赤
揺
島
県
支
部
よ
り
ν

川
辺
陶
芸
叩

ω====Z曲
目
白
四
日
目
凶
器
諮
問
諮
問

EE--==芸
Z
Z
S民
間
ロ
諮
問

zz=-==-g泊
MMMm詰
岬

ZZ
ヨ
===mdmg宮
詔
担
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畑
出
口

==-====z出
制
器
開
器
細
川

均

出

戸

、

出

a

山

j

j

z

 

m

誇

咲

い

て

ぷ

エ

ら

惣

ふ

石

初

場

ω

山

内

式

段

対

審

れ

ψ

く

母

に

出

品

特

お

も

し

川

か

ら

す

宅

問

問

築

議

れ

識

の

忍

く

ぐ

る

対

一

烏

w

川

落

葉

踏

む

経

p
d

の

"

狭

さ

に

母

後

の

水

川

a-

…

門

式

一

般

討

省

流

れ

の

は

や

く

絡

均

一

稲

村

山

川

石

刻

む

音

の

史

け

ゆ

き

十

三

・

夜

間

制

ふ

う

吉

田

な

ば

の

こ

る

に

急

ー

ぐ

刈

田

義

州

同

月

い

で

て

高

稲

撃

を

打

づ

那

・

須

の

一

風

…

山
氏
酬
陶
器
禁

ωZEgg--Z主
主
義
喜
窓
口

5522=-ZMmhzmg芸
嘉
言

Z
E
-
5
2霊
祭
器
窓
口

ZEz---霊
祭
器
官

ggaz-zz-E笠
岡
崎
町
州

年

賀

郵

便

は

「
十
二
月
一

十
日
L 

ま
で
に

い部 ず費
。でなに国
ずおお?こ
の、駿
で，欝:主、
、鏡?し

必番ま
ず号ず
お 、段々
醤，設
き所
下の
さー

年
賀
は
が
き
の
発
兜
が
遅
れ
、

皆
、
織
に
大
変
ど
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
こ
と
を
お
わ
び
い
た

本
年
は
、
‘
特
期
取
扱
期
間
が

と
な
ち
ま
し
た
の

で
、
平
Hmrv
ト
お
告

し
下
さ
い
。

年
賀
郵
便
は
、

村
内
あ
て
、
察
内

あ
て
Y

東
京
い
あ
で

そ
の
他
の
部
一
束
に
-

別
々
花
束
ね
て
お

出
し
で
き
い
。

や。一
が
き
を
、
年
賀
郵

梗
と
し
て
お
出
し

立
な
る
場
合
は
、

社
会
福
祉
基
金
に
と

品
目
H
M
n
r
 

五
才
以
上
空
間
向
令
者
を
無
料
摂
待

一

見

村

民

体

育

館
に
お
い
て
、
佐
藤
光
春
絵
さ
ん

の
民
謡
雅
芳
免
許
め
ウ
、
ど
い
が
開

か
れ
ま
し
た
が
、
佐
藤
光
容
絵
こ

と
、
大
学
中
宇
高
畔
十
四
の
一
記

住
む
詮
議
ハ
ル
イ
さ
ん
は
、

ま
た
、
こ
れ
を
記
念
し
で
、
社

を
社
会
福
祉
議
議
会
に
寄
附

L
、

関
係
者
か
ら
感
読
さ
れ
て
い
ま
す

お
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ハ
十
一

JIJ~ 
J;;fJ 

今

辺

西南港中

タ祭 。 タ

辻議崎

近高須草須引大大

地越求森藤林藤野藤

児

民

名

智

恵智
か

よ出
か

お
さ

な

大樹浩え

世
帯
主
名

久

雄
饗

場

平

蹴

浅

助

夫

都田カ農

ツ

代郎主

{
ご
逝
去
お
悔
み
申
七
上
げ
ま
す

部

落

高

須

鐙

死
亡
者
民
名

大

轄

一

良

り番手

現弘

ハ十
年
令

爪
町
内
〉 月

分
の
死
亡
溜
書
か
ら
〉
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一

議

、
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国

思

議

弁

一

坪

一
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義
刊
誌
?
の
の
は

L
・9
の

孝

弘

青

々

し

議

議

の

罷

一

川
を
一
義
吉
旅
行
く

く

る

ま

H

m

桜

島

噴

煙

あ

げ

し

雲

黒

け

れ

ば

台

動

阜

の

中

に

田

川

善

ら

ざ

わ

の

く

川

…

商

関

救

そ

の

藷

海

に

設

し

っ

、

幾

代

そ

び

え

し

い

一

点

の

雄

々

し

さ

山

品
山
田
湖
の
大
き
経
一
委
沼
地
し
夜
の
治
空
夢
は
も
あ
山

町

ら

わ

れ

永

ぬ

阻

岬

通

り

が

か

り

の

道

地

の

本

に

よ

う

た

か

う

鰹

節

調

実
ふ
人
タ
タ
か
り
さ
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